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【施設名称】 

木粉製造施設 

【事業主体】 

砺波森林組合 

【所在地】 

富山県砺波市 

【運転開始年】 

 

施設のシステムフロー 

平成 17年（2005年） 

原材料および利用量 間伐材 
生産物（種類） 木粉とプラスチックを混合した木質複合木材製品 
利用方法 木質複合木材製品販売企画へ販売 

（エクステリア、インテリア用品などの成型品をつくる材料） 
導入目的・経緯 未利用である根曲がり材や間伐材を有効活用し、森林所有者への還元

を図ることとその利用を図ることにより、今後の間伐作業を推進させ

るため 
設備仕様 スギ間伐材や根曲がり材等をオガ粉にした上、木粉工場でさらに粉砕

し、木粉を製造する。製造した木粉は、プラスチックと混合してエク

ステリア、インテリア用品などの成型品をつくる材料と製造 
稼働状況 ― 
経済性関連データ 林業経営構造対策事業 

総事業費 231,000千円（国庫補助金 109,798千円）  
 

導入効果 従来まで未利用であった根曲がり材や間伐材が有効利用されるように

なった 
 

運営上の課題 木粉の品質安定と原木の買取価格、木粉の販売価格 
備考・参考資料 ・平成 17年度北陸管内におけるバイオマス利活用の取組事例集 

・北陸農政局 HP（H17 年度北陸管内におけるバイオマス利活用の取
組事例） 

 


